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研究成果の概要（和文）：過食症の患者を対象に、遠隔での認知行動療法を開発し、その実用可能性と有効性を
検証することを目的とした。まず、神経性過食症と過食性障害の計8名に対して、テレビ電話による認知行動療
法を実施した結果、安全に実施可能で介入後には主要症状に改善が見られた。次に、文化差を考慮した日本人の
過食症に対するインターネット認知行動療法プログラムを開発した。摂食障害患者と専門家の計12名に、このプ
ログラムの文化適応評価について調査した結果、日本文化に非常によく適合していることを明らかにした。現
在、このプログラムを用いた臨床試験を実施中である。今後も継続し、神経性過食症に対するICBTの有用性・有
効性を検証する。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an internet-based 
cognitive-behavioural therapy for patients with bulimia and to verify its feasibility and 
effectiveness. First, cognitive-behavioural therapy via videophone was conducted with a total of 8 
patients with bulimia nervosa and binge eating disorder. The results showed that the vCBT could be 
safely implemented and showed improvement in major symptoms after the intervention. Second, an 
Internet cognitive-behavioural therapy program for bulimia nervosa in Japanese was developed to 
account for cultural differences. A total of 12 patients with eating disorders and professionals 
were surveyed to evaluate the cultural adaptation of this program, which was found to be very well 
adapted to Japanese culture. A clinical trial using this program is currently underway. We will 
continue to examine the usefulness and effectiveness of ICBT for bulimia nervosa.

研究分野： 摂食障害

キーワード： 神経性過食症　摂食障害　遠隔認知行動療法　インターネット認知行動療法　ICBT　認知行動療法　遠
隔医療
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研究成果の学術的意義や社会的意義
テレビ電話の認知行動療法でも、過食症の方に十分に安全で改善効果が見込まれることが示された。また、開発
したICBTプログラムが実用可能になることで、医療コストの削減や、いつでも、どこでも治療を受けられる遠隔
の社会l基盤構築に貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９−１、Ｚ−１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

摂⾷障害の中でも過⾷症に対しては、認知⾏動療法(Cognitive-Behavioral Therapy: 
CBT)が有効であることが広く知られており、CBT は諸外国のガイドラインでは、治療
の第⼀選択肢に位置付けられている(NICE, 2004)。しかし、過⾷症の患者はしばしば抑
うつ症状や不安症状のため、⾃宅にひきこもるため通院型外来診療では継続的治療提供
が難しい。さらに、治療機関の都市偏在の課題もあり、仮に、患者が治療への動機付け
が⾼く、⼼⾝ともに継続通院できる状態でも、地⽅の患者は多⼤な移動時間や多額の交
通費を負担する必要がある。 
 
２．研究の⽬的 

本研究は、⽇本⼈を対象に、過⾷症への遠隔認知⾏動療法の実⽤可能性よび有効性を
検証することを⽬的とした。 
（１） 過⾷症に対するテレビ電話認知⾏動療法の実⽤可能性の検証 
（２） 低強度治療である認知⾏動療法の Web プログラム開発 
（３） 開発したプログラムの⽂化的適応の評価 
 
３.  研究の⽅法 
（１） 過⾷症に対するテレビ電話認知⾏動療法の実⽤可能性の検証 

本研究は、⾮対照試験であり、神経性過⾷症、過⾷性障害の 16 歳以上 65 歳までの 
⼥性を対象とした。Cisco WebEx という Web 会議システムを利⽤し、テレビ電話 CBT
を 1 回 50 分、週 1 回で 16 回の介⼊を⾏った。有効性・安全性評価のための主要評価
項⽬に関する検査及び副次評価項⽬に関する検査は、介⼊開始⽇、介⼊中期、介⼊終
了後に実施しており、症状の主要評価として、摂⾷障害評価尺度(Eating Disorder 
Examination (EDE))における 28 ⽇間の客観的過⾷エピソードの回数・排出⾏動エピソ
ードの回数・客観的過⾷エピソードと排出⾏動エピソードの合計回数とした。 

 
（２） 低強度治療である Web プログラムの開発 

当該分野の最も進んでいる国の⼀つであるスウェーデンに渡り、国際共同研究によ
って、⽇本語版の過⾷症に対する認知⾏動療法 Web プログラムを開発した。 

 
（３） 開発したプログラムの⽂化的適応の評価 

⽂化的関連性質問票 (CRQ) を使⽤して、混合⽅法アプローチを使⽤して、開発し
た Web プログラムのプロトタイプの⽂化的適応を評価した。神経性過⾷症の⼥性 5
名と臨床医 7名が CRQ を使⽤してインタビューを受けた。 

 
 
 
 



 

 

４. 研究成果 
（１） 過⾷症に対するテレビ電話認知⾏動療法の実⽤可能性の検証 

神経性過⾷症もしくは過⾷性障害を持つ⽇本⼈の⼥性患者 7名を対象に、テレビ電
話 CBT の臨床試験を実施した結果、治療前後で 4 週間の過⾷と排出⾏動の合計頻度
が、47.60 回から 13.60 回までに減少した。また、治療同盟尺度である WAI-SF の得点
は治療前後で 64.8 から 66.0 であり、⼀貫して⾼いままであった。テレビ電話 CBT は
対⾯と同様に、治療関係を構築でき、本邦においてもテレビ電話 CBT が安全に有効
に活⽤できる可能性を⽰唆した。本研究成果は、JMIR Formative Research に掲載され
た。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２） 低強度治療である認知⾏動療法の Web プログラム開発 

⽂献レビューを⾏った上で、⽇本の⽂化を考慮してプログラムを開発した。具体
的には、アセスメント、⼼理教育、リラクゼーションとマインドフルネス瞑想、メタ
認知トレーニング、注意トレーニングとボディイメージの修正、⾏動実験、曝露反応
妨害法などを含むモジュールの構成を 12モジュールに改良し、Web プログラムの構
築を⾏った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 開発した Web プログラム 
 

図 1. 治療前後における過⾷と排出⾏動の頻度の変化 
 



 

 

 
（３） 開発したプログラムの⽂化的適応の評価 

本プログラムは、⽇本独⾃の⾷⽂化を含んだプログラム内容であり、1 つのモジュ 
ールが約 10〜20 分で完了するように設計した。CRQ の得点は、神経性過⾷症の⼥ 
性患者で 5点満点中 4.60点〜4.80点、臨床家では 4.43点〜4.86点だった。また、イ
ンタビュー調査による研究協⼒者からの主なフィードバックは、⼀部の⽂章がわかり
にくいというものであったため、専⾨⽤語の⼀部を⼀般的な⽤語に変更した。本研究
成果は、Frontiers in Psychiatry に掲載された。現在、本プログラムの有効性を検証す
るために、多機関ランダム化⽐較試験を実施中であり、今後も継続して⾏う。 
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